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Q. 柱建入れ治具を使用する場合の留意事項とは？

A.

建入れ治具は、機械式と油圧式があります。機械式は、建入れ調整および突合せ溶接部の食違

い調整の機構と、上下柱の固定機構の３つの機構を併せ持ち、柱継手を現場溶接するまでは、こ

の固定機構で架構に生じる応力に抵抗することになります。また、油圧式は油圧の推力で建入れ

調整を行なった後、高力ボルトとスプライスプレートで通常と同様に上下柱を固定するもので、溶

接時には建入れ治具を外すことができます。建方施工業者の習熟度等を考慮して建入れ冶具は

選定されますが、いずれにしろ、

・現場の建方工程、建方ブロックおよび建方手順等を十分検討の上、

・風荷重や地震荷重を考慮して建方時の柱継手部に生じる応力を事前に計算

ということを実施し、冶具の耐力に対する安全性、架構の安全性を確認する必要があります。治具

の耐力が不足している場合には、台数を４台から８台などに増やす場合もあります。
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